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京の名工に選定菱詣§駕哉差廷潟襲篇蹴鰯上を対

竹
工
芸
井
上
定
信
（
剛
）

花
器
な
ど
の
小
さ
い
も
の
か

③
難

者
。
素
材
の
持
つ
美
し
さ
を
最

大
限
引
き
出
し
、
竹
の
し
な
や

か
さ
を
巧
み
に
活
用
し
た
優
美

な
作
品
は
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
（
右
京
区
）

箔
押
大
石
孝
（
船
）
箔

の
艶
を
ム
ラ
な
く
自
由
自
在
に

⑧
蕊

げ
、
下
地
の
漆
と
箔
の
接
着
が

手
で
操
ん
で
も
離
れ
な
い
よ
う

仕
上
げ
る
技
術
に
つ
い
て
、
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。（
城
陽
市
）

造
園
小
河
正
行
（
例
）

裏
千
家
の
規
矩
を
熟
知
し
、
歩

箇
蕊

し
て
い
る
。
勇
定
作
業
で
は
露

地
の
持
つ
特
徴
を
勘
案
し
、
見

合
っ
た
透
か
し
勇
定
を
施
す
な

ど
、
技
量
は
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
（
東
山
区
）

蒔
絵
・
螺
細
兼
松
俊
明

（
侭
）
青
貝
・
螺
鋼
の
材
料

働
鍵

「
炊
貝
」
の
製
法
を
受
け
継
ぎ
、

薄
く
す
り
下
ろ
し
た
「
摺
貝
」

と
の
光
沢
の
違
い
を
生
か
し

た
、
表
情
豊
か
な
作
品
を
制
作

す
る
。
（
東
山
区
）

鹿
の
子
絞
喜
多
三
重
子

（
腿
）
絞
り
粒
は
通
常
、
１

⑨
難

な
技
を
有
す
る
。
美
し
い
陰
影

が
あ
る
独
特
の
立
体
感
あ
る
表

現
は
、
白
く
残
っ
た
模
様
が
浮

き
上
が
る
よ
う
に
見
え
る
と
言

わ
れ
る
。
（
京
田
辺
市
）

京
人
形
北
川
氏
也
（
例
）

京
人
形
の
頭
制
作
・
絵
付
工

懸
騨

工
程
を
引
き
継
が
れ
て
き
た
技

法
で
成
形
す
る
。
切
れ
長
の
目

元
で
「
京
都
ら
し
い
気
品
・
品

格
」
が
に
じ
み
出
る
表
情
が
最

大
の
特
徴
。
（
右
京
区
）

簾
久
保
田
晴
司
（
侭
）

神
社
仏
閣
で
使
わ
れ
る
御
翠
簾

翻
蕊

亀
甲
模
様
な
ど
の
柄
を
簾
の
一

部
に
表
現
す
る
優
秀
な
技
術
を

持
ち
、
味
わ
い
の
あ
る
美
し
い

仕
上
が
り
が
高
評
価
を
得
て
い

る
。
（
下
京
区
）

製
織
小
玉
早
千
子
（
“
）

伝
統
的
な
技
法
で
あ
る
ぽ
か

釣
蕊

一
糸
一
糸
織
り
込
み
な
が
ら
、

文
様
に
生
き
生
き
と
し
た
表
情

や
動
き
を
表
現
す
る
技
術
に
つ

い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

（
北
区
）

術
を
有
す
る
ゞ
刷
り
込
み
型
や

紋
糊
型
、
抜
き
紋
型
で
の
繊
細

な
線
を
狂
い
な
く
彫
り
上
げ
る

技
術
は
高
評
価
を
得
て
い
る
。

（
虫
扉
区
）

蒔
絵
下
出
祐
太
郎
（
田
）

数
百
種
類
の
金
銀
粉
や
貝
な

鰯
鍵

う
ほ
か
、
紋
様
を
漆
で
盛
り
上

げ
る
「
高
蒔
絵
」
な
ど
の
手
法

を
組
み
合
わ
せ
、
奥
行
き
や
立

体
感
の
あ
る
蒔
絵
を
制
作
し
て

い
る
。
（
下
京
区
）

陶
磁
器
成
形
窮
嶋
邦
広

（
錦
）
一
般
食
器
か
ら
割
烹

食
器
、
洋
食
器

③
蕊

る
。
熟
練
の
技
術
が
必
要
と
さ

れ
る
糸
目
を
得
意
と
し
、
正
確

な
間
隔
か
つ
絶
妙
な
深
さ
の
糸

目
を
削
る
こ
と
が
で
き
る
。

§
（
西
京
区
）

陶
磁
器
成
形
坂
口
進
（
妬
）

薄
く
ろ
く
ろ
成
形
し
た
器
を

⑧
難

透
か
し
を
正
確
か
つ
丁
寧
に
短

時
間
で
成
形
す
る
。
ふ
た
付
き

向
付
な
ど
寸
分
の
狂
い
な
く
生

産
す
る
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
（
山
科
区
）

紋
章
地
主
成
利
（
団
）

紋
章
上
絵
技
術
の
中
で
も
そ
の

紋
上
絵
に
お
い

彫
り
と
墨
で
の

中
心

て
卓
越
し
た
技

と
な
る
型

手
描
友
禅
寺
谷
昇
（
師
）

下
絵
、
糊
置
、
友
禅
な
ど
さ

’
１
７
ま
ざ
ま
な
技
法

八
翻
撫
蕊

帯
な
ど
の
作
品
細
部
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
確
か
な
写
生
力
に

基
づ
く
デ
ザ
イ
ン
と
構
成
に
高

度
な
熟
練
し
た
技
術
を
有
し
て

い
る
。
（
左
京
区
）

鹿
の
子
絞
富
山
高
吉
（
、
）

１
９
６
５
年
に
父
の
藍
染
工

・
難

桶
絞
技
法
に
卓
越
し
た
技
能
を

有
す
る
。
独
自
の
工
夫
を
重
ね

て
新
し
い
技
法
開
発
に
対
す
る

意
欲
は
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
（
中
京
区
）

表
具
中
島
寅
（
師
）
京

表
具
の
技
術
の
中
で
も
、
裏
千

勧
蕊

な
技
術
を
有
す
る
。
古
書
画
の

修
復
も
得
意
と
し
、
作
品
が
持

つ
本
来
の
風
合
い
を
壊
さ
ず
に

仕
立
て
る
技
術
に
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
（
北
区
）

彫
金
中
村
光
男
（
帥
）

彫
、
毛
彫
、
片
切
彫
な
ど
の
伝

懲
壬
鍵
》

つ
。
伝
統
的
文
様
か
ら
現
代
宝

飾
の
彫
金
に
至
る
ま
で
の
多
彩

で
幅
の
広
い
作
品
は
、
細
部
に

わ
た
っ
て
高
い
精
度
で
制
作
さ

れ
て
い
る
。
（
中
京
区
）

聯
識
一

を
持
つ
。
最
大
７
尺
（
約
２
届
）

の
巨
大
な
看
板
扇
か
ら
最
小
一

寸
（
約
３
移
）
の
豆
扇
ま
で
手

掛
け
る
希
有
な
技
術
は
評
価
が

高
い
。
（
山
科
区
）

鹿
の
子
絞
服
部
好
三
（
刊
）

絞
り
製
品
の
主
流
で
あ
る
呉

・
鱗

下
絵
の
高
い
伝
統
的
技
術
を
持

つ
。
完
成
品
を
想
定
し
た
構
図

と
配
色
、
絞
り
技
法
の
巧
み
さ

は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

（
右
京
区
）

鹿
の
子
絞
日
比
勝
治
（
“
）

染
め
分
け
物
や
裾
ぼ
か
し
、

勤
識
》

４
■
蘭
甲
す
る
。
生
地
の

表
面
に
で
き
る
凹
凸
や
立
体
感

な
ど
の
感
触
、
染
め
た
時
の
ぼ

か
し
、
風
合
い
具
合
の
染
色
技

術
な
ど
は
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
（
虫
宗
区
）

陶
磁
器
成
形
横
山
武
司

（
帥
）
打
込
型
に
よ
る
磁
器

急
議

算
し
て
型
を
作
り
、
そ
の
型
に

均
一
に
打
ち
込
む
高
い
技
術
を

持
つ
。
大
型
の
作
品
に
つ
い
て

も
た
わ
み
な
く
成
形
で
き
る
。

（
東
山
区
）


